




 和式生活を主体とした当院では、療育中に患児が stage6 から 7に進展するに

従い、坐位保持が困難になると、脊柱の変形も増大し、体幹の支持のための支

住付き坐椅子が必要となる。支持装具の装着により独立して坐位保持ができ、

独立して食事が容易になる。

 数年来、私達は体幹支持装具を処方してきたが症例により満足すべき結果を

得たのでここに報告する。


